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Ⅰ 火災概況              （平成３０年１月～１２月） 

１ 火災の現況と動向 
  この１０年間の火災件数をみると、平成２２年、２７年、２９年は二桁となって

いますが、平成２５年の１３８件をピークに１１０件前後で推移しています。  
（図Ⅰ－１参照） 

 
図Ⅰ－１ 過去１０年間の火災件数の推移と火災種別 

 

 
過去１０年間の火災による死者の年間平均は３．３人となっています。 

平成２３年が７人と最大で２４年、２５年が連続６人となっていますが、２７年、

２９年は死者０とやや減少傾向となっています。 
 負傷者は年間平均１４．６人となりますが、平成２４年の２２人が最大で、平成

２９年の４人を除く全ての年で１０人以上となっています。 （図Ⅰ－２参照） 

 
図Ⅰ－２ 過去１０年間の出火件数と死傷者の推移 
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２ 火災種別件数について 
平成３０年中の出火件数１１９件のうち、建物火災・その他火災がいずれも５７

件で合計１１４件となり全体の約９６％を占めています。 （図Ⅰ－３参照） 

 
 
 
３ 市町村別出火状況について 

１１９件の火災件数を市町村別でみると、米子市が最も多く６４件、次いで大山

町１４件、境港市１３件、南部町９件、伯耆町７件、日南町・日野町がいずれも４

件、日吉津村・江府町が２件となっています。       （図Ⅰ－４参照） 

 
図Ⅰ－４ 市町村別火災件数と構成比 

 

 
（別表Ⅰ－２市町村別火災状況参照） 
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57件47.9%

図Ⅰ－３ 火災種別火災件数と構成比
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４ 月別出火状況について 
建物火災５７件を３ケ月毎にみると、１月から３月の第１四半期１９件（３３．

３％）、４月から６月の第２四半期１５件（２６．３％）、７月から９月の第３四半

期１１件（１９．３％）、１０月から１２月の第４四半期１２件（２１．１％）で、

１月から３月の期間中の出火が多くなっています。 
その他火災５７件については、６月と９月を除き毎月発生していますが７月と８

月の２ヶ月間で２９件（５０．９％）と半数以上を占めています。 
（図Ⅰ－５参照） 

図Ⅰ－５ 月別の火災種別毎出火件数 

 
 

５ 建物火災について 
建物火災５７件のうち住宅火災（併用住宅、共同住宅を含む）は２１件で、その

内の１４件（６６．７％）が１月から４月にかけて発生しています。 
（表Ⅰ－１参照） 
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６ 建物火災の出火原因について 
火災原因として、小分類に該当しないその他が１３件、不明・調査中が１２件と

なっています。たき火の８件の内訳は、たき火の燃え広がりで建物に移ったもので

す。次いで、配線、放火の疑いが４件となっています。   （図Ⅰ－６参照） 
図Ⅰ－６ 建物火災の出火原因 

 
 

７ その他火災について 
その他火災を出火箇所別でみると田畑が最も多く２２件、次いで空地の９件とな

っています。線路内の枕木を焼損する火災も７件発生しています。出火原因は、田

畑・空地等でのたき火の燃え広がりによるものが最も多く２７件となっています。               

（表Ⅰ－２、図Ⅰ－７参照） 

 
表Ⅰ－２ その他火災の出火箇所     図Ⅰ－７ その他火災の出火原因 
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８ 死傷者について 
死傷者の発生状況について月別でみると、死者は４月、５月、８月に各１人合計

３となりました。負傷者は１月６人、２月、４月、５月、７月、８月に各１人、１

１月４人の合計１５人となっています。 
死傷者の発生状況を曜日でみると、死者については金曜日１人、土曜日２人と週

末にかけて発生しています。負傷者は日曜日と木曜日を除き発生し月曜日５人、火

曜日１人、水曜日２人、金曜日４人、土曜日３人となっています。 
（表Ⅰ－３、Ⅰ－４参照） 

 
表Ⅰ－３ 火災による死傷者（月別）  表Ⅰ－４ 火災による死傷者（曜日別） 

     
    
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死者の発生原因は、たき火、放火の疑い、不明・調査中がそれぞれ１人で、負傷

者の発生原因は、たばこ４人、こんろ、たき火が各１人、その他が７人、不明・調

査中が２人となっています。               （表Ⅰ－５参照） 

 
表Ⅰ－５ 死者の発生原因 
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  ５  月 1 1

  ６  月

  ７  月 1

  ８  月 1 1

  ９  月

１０  月
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計 3 15

死者負傷者
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日 曜 日
月 曜 日 5
火 曜 日 1
水 曜 日 2
木 曜 日
金 曜 日 1 4
土 曜 日 2 3

計 3 15

死者負傷者

死者 負傷者
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別表Ⅰ－１　火災の状況

（各年中）

区　　分 単位 平成２１年
平成２９年

（A）
平成３０年

（B）

増　　減
（B）-（A）

（C）

 増　減　率
（C）/（A）×
100（％）

出 火 件 数 件 100 89 119 30 33.7

建 物 火 災 54 36 57 21 58.3

林 野 火 災 4 1 3 2 200.0

車 両 火 災 8 9 2 △ 7 △ 77.8

船 舶 火 災 1 △ 1 △ 100.0

そ の 他 火 災 34 42 57 15 35.7

焼 損 棟 数 棟 76 49 93 44 89.8

全 焼 21 12 32 20 166.7

半 焼 3 4 8 4 100.0

部 分 焼 29 12 19 7 58.3

ぼ や 23 21 34 13 61.9

建 物 焼 損 床 面 積 ㎡ 3,187 1,566 5,384 3,818 243.81

建 物 焼 損 表 面 積 ㎡ 130 208 93 △ 115 △ 55.29

林 野 焼 損 面 積 ａ 20 6 29 23 383.33

死 者 人 2 0 3 3

負 傷 者 人 15 4 15 11 275.00

り 災 世 帯 数 世帯 47 23 37 14 60.87

全 損 12 5 13 8 160.00

半 損 3 4 3 △ 1 △ 25.00

小 損 32 14 21 7 50.00

り 災 人 員 人 125 54 108 54 100.00

損 害 額 千円 190,100 97,388 159,516 62,128 63.79

建 物 火 災 187,180 95,565 158,872 63,307 66.24

林 野 火 災 286 0 0 0

車 両 火 災 2,438 1,775 270 △ 1,505 △ 84.79

船 舶 火 災 0 0 0 0

そ の 他 火 災 196 48 374 326 679.17

爆 発 0 0 1,547 1,547

出 火 率
件/万
人

4.16 3.81 5.10 1.29 －

（備考）

12 「爆発」による損害額については、火災種別に関わらず、「損害額」中の「爆発」に計上。

10　増減率は、表示単位未満を四捨五入。

11  人口は、平成29年、平成30年については1月1日現在の鳥取県統計課 鳥取県の推計人口による。

１　各年の数値は、1月～12月に発生した火災を集計したもの。

２　「建物火災」とは、建物またはその収容物が焼損した火災。

３　「林野火災」とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災。

４　「車両火災」とは、自動車車両、鉄道車両及び被けん引車又はこれれの積載物が焼損した火災。

５　「船舶火災」とは、船舶又はその積載物が焼損した火災。

６　「その他火災」とは、建物火災、林野火災、車両火災及び船舶火災以外の火災。（空地、田畑、

　　                   道路、河川敷、ごみ集積場、屋外物品集積所、軌道敷、電柱類の火災）

７　死者には、火災により負傷した後、48時間以内に死亡した者を含む。

８　出火率とは、人口1万人当たりの出火件数。

９　△は負数を表す。
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